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地域区分の設定01
地域区分の考え⽅１

　全体構想を踏まえ、各地域の将来像を描く地域別構想を検討するに当たり、地域の特性を考慮しながら、
地域区分を設定します。
　地域区分については、都市計画の規制に加えて、地域の歴史や地域住民のコミュニティを重視するこ
ととし、以下のように、社地域・滝野地域・東条地域の 3 地域による区分を設定します。

　地域別構想の区分を以下のとおり定めます。

地域区分の設定2

地域区分設定図

社地域

東条地域

滝野地域
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◎ �本市の中部に位置し、地域を横断するように中国縦
貫自動車道が走り、滝野社インターチェンジを有し
ています。また、国道 175 号と国道 372 号が交差
することから、交通の要衝となっています。

◎ �東
＊56

播都市計画区域が指定され、中心部及び社工業
団地に市

＊28
街化区域が指定されています。また、一部

は都市計画区域外となっています。
◎ �滝野社インターチェンジから南東部に市街地が広

がっており、国道 175 号沿道からやしろショッピン
グパーク Bio 周辺は、都

＊55
市機能が集積する本市の

中心市街地となっています。
◎ �加東市役所のほか国や県などの公的機関が集積し、また、兵庫教育大学や社高等学校などの教育機関も

立地しています。

地域別の⽅針02
社地域１02 −

１．地域の現況

位置図

兵庫教育大学 社高等学校

千鳥川 やしろ鴨川の郷
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主な地域資源等

鉄道 ―

道路

高速道路 中国縦貫自動車道（滝野社インターチェンジ、社パーキングエリア）

一般国道 国道 175 号、国道 372 号

主要地方道・一般県道
（主）西脇三田線、（主）神戸加東線、（一）西脇口吉川神戸線、
（一）上鴨川木津線、（一）平木南山線、（一）松尾青野ヶ原停車場線、
（一）大門小田線、（一）厚利社線、（一）東古瀬穂積線

主要な施設

加東市役所、兵庫県北播磨県民局、加東警察署、加東市民病院、
中央図書館、兵庫教育大学、やしろ国際学習塾、社武道館、
社公民館、やしろショッピングパーク Bio、社工業団地、
嬉野台生涯教育センター

文化財、観光資源 朝光寺、播州清水寺、上鴨川住吉神社、やしろ鴨川の郷、ゴルフ場

自然、公園 三草山、千鳥川、平池公園

◎�やしろショッピングパーク Bio 周辺は、本市の中心市街地として都
＊55

市機能の集積を促進し、さらなる活性
化が必要です。

◎�社商店街の活性化が望まれています。
◎�市

＊29
街化調整区域及び都

＊56
市計画区域外の集落において、高齢化や人口減少、農業者の減少がみられます。

◎�道路網は、中国縦貫自動車道と国道、主要地方道により利便性が高くなっていますが、国道の一部で歩
道などの未整備区間が残っており、整備が必要です。

　本地域は、やしろショッピングパークBio周辺に都市機能の集積が進み、市全体の中心地を形成しています。
また、中国縦貫自動車道の滝野社インターチェンジ、国道 175 号、国道 372 号を有することにより、交通
の要衝となっています。北部には、三草山などの豊かな自然が広がっています。
　以上を踏まえ、本地域では、やしろショッピングパーク Bio 周辺の都市機能や交通利便性を活かした「ま
ちの拠点」の形成と、市街地を囲む豊かな自然環境の保全を図るとともに、兵庫教育大学や中央図書館、
やしろ国際学習塾、嬉野台生涯教育センターなどの教育・文化施設が集まる強みを活かして、都市づくりに
取り組みます。

２．地域の課題

３．地域の将来像

02　地域別の⽅針
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都市機能集積エリア
◎ �やしろショッピングパークBio周辺は、まちの拠点としてのエリア形成に向けて、商業・業務、交通、居

住などの都
＊55

市機能の集積を図るとともに、市民生活の利便性の向上及び交流人口の拡大に向けて、新
たな交通の結節点及び交流の拠点を創出します。

◎ �市
＊29

街化調整区域でまちの拠点になるエリアでは、地
＊50

区計画制度の活用や市
＊28

街化区域への編入、
商

＊79
業系用途地域の指定などを検討し、効果的な土地利用を推進します。

◎ �商工会と連携した商店の事業承継の支援など、社商店街の活性化に向けた取組を支援するとともに、
空店舗などの利活用を促進し、商業機能の誘導を図ります。

住居地
◎ �市街地における既存ス

＊9
トックを活かした宅地供給や低・未

＊53
利用地の有効利用を促進することにより、

利便性の高い住環境の形成を図ります。
◎ �戸建て住宅が中心の住宅地では、用途規制などに基づき、良好な住環境の維持・保全を図ります。

住⼯共⽣地
◎ �用途規制に基づき、住環境の保全と調和を図りながら、住宅や商工業など複合的な集積を図ります。
◎ �滝野社インターチェンジ周辺は、広域交通結節点の利便性を活かした産業集積エリアとして、住工共生

地周辺を含めた一体的な土地利用の促進を図ります。

⼯業地
◎ �社工業団地においては、工業の集積・振興を図るとともに、周辺環境に配慮した適切な土地利用を誘

導します。

農業的⼟地利⽤02

⽥園共⽣地
＜市街化調整区域＞
◎ �農地の保全を基本としつつ、多様化する集落の課題への対応や空家などを地域資源として観光振興な

どに活かすため、特
＊54

別指定区域制度などを活用し、集落の活力維持や活性化を図ります。
◎ �幹線道路沿道の低・未利用地を解消するため、特別指定区域制度などを活用し、交通利便性を活かし

た土地利用を図ります。
◎ �工場集積地などの土地利用の促進を図るため、特別指定区域制度などの活用を検討します。
＜都

＊56
市計画区域外＞

◎ �緑豊かな地域環境の形成に関する条
＊77
例などに基づき、無秩序な開発を抑制するとともに、農業生産環

４．地域づくりの⽅針

都市的⼟地利⽤01

１ ⼟地利⽤の⽅針
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境と調和した住環境の保全を図ります。また、空家や空地などの有効な利活用を促進するとともに、定
住・移住施策と連携しながら、集落の活力維持に努めます。

⾃然的⼟地利⽤03

⾃然環境保全地
◎ �地域北部を構成する三草山などの山林は、関係法令に基づき、適切な保全を図ります。

2 都市施設の⽅針

交通施設01

道路
◎ �国道372号の歩道未整備区間（木梨地区・藤田地区）においては、整備を促進します。
◎ �主要地方道神戸加東線の山国地区の整備を促進します。
◎ �一般県道松尾青野ヶ原停車場線の整備を促進します。
◎ �本地域と東条地域を結ぶ一般県道厚利社線については、歩道の未整備箇所の整備を促進します。
◎ �幹線道路のネットワーク化に向けて、市道大門北野線の延伸について調査・研究を行います。
◎ �（仮称）市道社西部線の早期の整備を推進します。
◎ �市道社貝原線の歩行帯整備、歩道拡幅を推進します。

公共交通
◎ 新たな交通結節点となるバスターミナルをやしろショッピングパークBio周辺に整備します。
◎ �事業者や地域住民と連携しながら、路線バスの確保や市町村運営有償運送（自主運行バス

＊31
）の維持・

拡大などに取り組みます。

公園・緑地02

◎ 社中央公園ステラパークは、耐
＊46

震型貯水槽を埋設しており、災害発生時には有効に活用します。
◎ 起勢の里の整備に向けた調査・研究を行います。
◎ �県立やしろの森公園は、豊かな里山林と水辺環境を有しており、引き続き、豊かな自然環境の保

全を促進します。

河川03

◎ �千鳥川の良好な河川環境の保全を図ります。

02　地域別の⽅針
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3 景観形成と環境保全の⽅針
 

市街地環境及び都市景観の形成
◎ �景

＊13
観形成地区に指定されている加東市ヤシロメモリアルガーデン周辺地区では、景

＊12
観形成基準に基

づき、良好な景観形成を図ります。

⼭林・丘陵地の環境及び景観の保全
◎ �清水東条湖立杭県立自然公園をはじめとする山林や丘陵地は、レクリエーションの場としても本市の

重要な資源であることから、関係法令に基づき、豊かな自然環境を保全します。
◎ �朝光寺や播州清水寺など歴史文化的資源の周辺について、歴史的風致の保全を図ります。

農村環境及び景観の保全
◎ �耕

＊22
作放棄地対策や農地の集

＊68
約化により、田園環境の保全を図るとともに、都

＊56
市計画区域外において

は、緑豊かな地域環境の形成に関する条
＊77
例に基づき、身近な里山風景の保全と周囲と調和した田園居

住空間の形成に努めます。

⽔辺環境の保全
◎ �千鳥川における桜回廊の適正な維持管理に努めます。

4 市街地整備の⽅針

◎ 民間事業者との積極的な連携のもと、高度で多機能な都
＊55

市機能の集積を図ります。
◎ �まちの拠点の活性化と交流人口の拡大に向けてバスターミナルを整備するとともに、やしろショッピン

グパークBioの駐車場を活かしたパーク&バ
＊69

スライドの実現に向けた環境整備に努めます。
◎ �まちの拠点の活性化を図るため、まちの拠点と国道372号を結ぶ道路の整備を含め、アクセス強化の

手法を検討します。
◎ �（仮称）市道社西部線の道路整備を推進し、周辺市街地の土地利用を促進します。 
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02　地域別の⽅針

0 1 2 3 4km

：市街化区域

：都市計画区域

：JR ：高速道路

：主要な幹線道路

駅周辺活性化ゾーン生活機能ゾーン

工業ゾーン

住工共生ゾーン

住居ゾーン

田園共生ゾーン

自然環境保全ゾーン

河川・湖沼

都市機能集積ゾーン

土地利用方針

（市街地部分）

（市街地部分：拡大）

県道厚利社線の歩道整備の促進
特別指定区域制度の活用

集落の維持・活性化

地域全体で取り組む事項

田園環境の保全

土砂災害の防止対策

通学路における交通安全

施設の整備

歴史的風致の保全

歴史的風致の保全

豊かな自然環境の保全

市道大門北野線の延伸についての調査・研究

県道松尾青野ヶ原停車場線の整備促進

自然環境の保全

都市機能の集積

産業集積の促進

国道 372 号の歩道整備の促進
（木梨・藤田地区）

国道とのアクセス強化

利便性の高い拠点形成

社商店街の活性化支援

商業機能の誘導

バスターミナルの整備

パーク＆バスライドの推進

（仮称）市道社西部線の道路整備
による市街地の土地利用の促進

主要地方道神戸加東線
の整備促進

景観形成指定地区

における良好な景観形成

起勢の里の整備に向けた調査・研究

空家・空地の利活用の促進

移住・定住施策との連携

BioBio

社工業団地社工業団地

国道 372 号

国道 372 号

国
道

17
5
号

国
道

17
5
号

社商店街社商店街

市役所市役所

中央図書館
社中央公園
中央図書館
社中央公園

滝野社 IC/BS滝野社 IC/BS

やしろ国際学習塾やしろ国際学習塾

社 PA/BS社 PA/BS

朝光寺朝光寺

播州清水寺播州清水寺

三草山三草山

兵庫教育大学兵庫教育大学

起勢の里起勢の里

平池公園平池公園

やしろの森自然公園やしろの森自然公園

市民病院市民病院

ﾏｯｸｽﾊﾞﾘｭ社店ﾏｯｸｽﾊﾞﾘｭ社店

工業地

住工共生地

住居地

田園共生地

自然環境保全地

河川・湖沼

市街化区域

都市計画区域

主な地域資源等

都市機能集積エリア

社地域構想図
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◎� �本市の西部に位置し、地域を縦断するように JR 加
古川線が通り、社町駅、滝野駅、滝駅を有しています。
また、地域の東側を南北に国道 175 号が走ってい
ます。

◎� �全域が東
＊56

播都市計画区域内であり、JR 滝野駅周辺
及び加古川沿川の市街地と、滝野工業団地の周辺
に市

＊28
街化区域が指定されています。

◎� �南北を流れる一級河川の加古川は、地域のシンボル
となっています。また、川底から奇石・怪石が起伏
する闘竜灘は、落水の豪快なリズムと四季折々の水
模様を見せる名所となっています。

◎� �地域北西部には、県立播磨中央公園や五峰山などが位置し、水と緑が豊かな地域となっています。

１．地域の現況

滝野地域202 −

光明寺 社町駅

闘竜灘 県立播磨中央公園

位置図
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主な地域資源等

鉄道 JR 加古川線（社町駅、滝野駅、滝駅）

道路

高速道路 中国縦貫自動車道（滝野社インターチェンジ）

一般国道 国道 175 号、国道 372 号

主要地方道・一般県道
（主）西脇三田線、（一）西脇口吉川神戸線、（一）下滝野市川線、
（一）滝野停車場線、（一）社町停車場線、（一）黒田庄多井田線、
（一）市場多井田線、（一）野上河高線、（一）高岡北条線

主要な施設
滝野図書館、滝野文化会館、加古川流域滝野歴史民俗資料館、
滝野公民館、滝野総合公園体育館、滝野工業団地

文化財、観光資源 光明寺、滝野温泉ぽかぽ、滝野産業展示館

自然、公園 一級河川加古川、闘竜灘、五峰山、県立播磨中央公園

◎ �JR 滝野駅及びJR 社町駅周辺において、生活サービス機能の集積を促進することが必要です。
◎ �市

＊29
街化調整区域の集落において、高齢化や人口減少、農業者の減少がみられます。

◎ �道路網は、一般県道を中心に構成されていますが、整備中の都
＊61

市計画道路の早期整備を目指しています。
◎ �加古川沿川では、治水対策として加古川の河川改修事業が進められており、早期の事業完了が求められ

ています。

　本地域は、加古川沿川に市街地が発展し、JR 滝野駅周辺では生活サービス機能が立地するなど、利便性
の高いまちが形成されています。また、市街地北側の闘竜灘は、本市の名所となっています。さらに、市街
地に隣接する県立播磨中央公園など、緑豊かな環境が身近にあります。
　以上を踏まえ、本地域では、JR 滝野駅周辺を生活の拠点として、地域住民が住み続けたいと思える都市
づくりを目指します。また、加古川沿川の地域では、治水安全性の向上を図り、安心して住み続けられる市
街地の形成を図ります。

２．地域の課題

３．地域の将来像

02　地域別の⽅針
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駅周辺活性化エリア
◎ �JR滝野駅及びJR社町駅周辺は、駅周辺の活性化や駅利用者の利便性の向上に向けて、商業系や業務

系などの土地利用を誘導します。

住居地
◎ �市街地における既存ス

＊9
トックを活かした宅地供給や低・未

＊53
利用地の有効利用を促進することにより、

利便性の高い住環境の形成を図ります。
◎ �戸建て住宅が中心の住宅地では、用途規制などに基づき、良好な住環境の維持・保全を図ります。

住⼯共⽣地
◎ �用途規制に基づき、住環境の保全と調和を図りながら、住宅や商工業など複合的な集積を図ります。
◎ �滝野社インターチェンジ周辺は、広域交通結節点の利便性を活かした産業集積エリアとして、住工共生

地周辺を含めた一体的な土地利用の促進を図ります。

⼯業地
◎ �滝野工業団地においては、工業の集積・振興を図るとともに、周辺環境に配慮した適切な土地利用を

誘導します。

農業的⼟地利⽤02

⽥園共⽣地
◎ �農地の保全を基本としつつ、多様化する集落の課題への対応や空家などを地域資源として観光振興な

どに活かすため、特
＊54

別指定区域制度などを活用し、集落の活力維持や活性化を図ります。
◎ �工場集積地などの土地利用の促進を図るため、特別指定区域制度などの活用を検討します。

⾃然的⼟地利⽤03

⾃然環境保全地
◎ �地域北部に位置する五峰山などの山林は、関係法令に基づき、適切な保全を図ります。

⼟地利⽤規制の⾒直しについて04

◎ �加古川の河川改修事業により市街地が減少する上滝野地区及び下滝野地区の区
＊11

域区分の見直しを行います。
◎ �本地域の小中一貫校整備に伴う区域区分の見直しを行います。

４．地域づくりの⽅針

都市的⼟地利⽤01

１ ⼟地利⽤の⽅針
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2 都市施設の⽅針

交通施設01

道路
◎ �JR社町駅周辺と中心市街地との円滑な接続に向けて、国道372号河高ランプの整備を促進します。
公共交通
◎ �鉄道事業者との協働により、JR加古川線各駅における未整備箇所のバリアフリー化

＊71
を推進します。

◎ �地域公共交通の連携強化に向けて、事業者と協働しながら、鉄道と路線バスの連絡性向上に努めます。
◎ �事業者や地域住民と連携しながら、路線バスの確保や市町村運営有償運送（自主運行バス

＊31
）の新たな

地域への導入などに取り組みます。

公園・緑地02

◎ �滝野総合公園は、整備に向けた調査・研究を行います。また、体育館については、災害発生時の避難場
所として活用します。

◎ �県立播磨中央公園は、自然豊かな広
＊19

域公園であり、野外ステージや運動施設など様々な施設が整って
います。今後、県と連携しながら、施設の利用促進に努めます。 

河川03

◎ �加古川流域における治水安全性の向上を図るため、国・県と連携し、加古川の河川改修事業を推進します。

3 景観形成と環境保全の⽅針
 
⼭林・丘陵地の環境及び景観の保全
◎ �市街地近郊に位置する五峰山などの山林や丘陵地を適切に保全するとともに、関係法令に基づき、森

林資源の適切な維持管理を図ります。
◎ �光明寺周辺など歴史文化的資源の周辺について、歴史的風致の保全を図ります。
農村環境及び景観の保全
◎ �農地の多面的機能を保全するとともに、耕

＊22
作放棄地対策や農地の集

＊68
約化を進め、田園環境や景観の

保全を図ります。
⽔辺環境の保全
◎ �闘竜灘は、本地域を代表する観光資源として、引き続き活用するとともに、周辺環境の保全に努めます。

4 市街地整備の⽅針
◎ �JR滝野駅及びJR社町駅周辺では、民間事業者との積極的な連携のもと、生活サービス機能の充実を

図ります。

02　地域別の⽅針



序
章　

は
じ
め
に

第
１
章　

全
体
構
想

第
２
章　

地
域
別
構
想

第
３
章　

推
進
体
制

資
料
編

第 2章　地域別構想60

滝野地域構想図

闘竜灘の保全・活用

滝野総合運動公園の整備に向けた調査・研究

産業集積の促進

駅周辺の活性化
商業・業務系土地利用の誘導

歴史的風致の保全

豊かな自然環境の保全

播磨中央公園の
施設の利用促進

加古川の河川改修事業の推進

加古川の河川改修事業による区域区分の見直し

特別指定区域制度の活用
集落の維持・活性化

地域全体で取り組む事項

田園環境の保全

電車と路線バスの連絡性向上、
各駅のバリアフリー化促進

通学路における交通安全
施設の整備

小中一貫校整備に伴う区域区分の見直し

駅周辺の活性化
商業・業務系土地利用の誘導

国道 372 号河高ランプの整備促進

滝野工業団地滝野工業団地

河高ランプ河高ランプ

滝野総合公園滝野総合公園

滝野産業展示館滝野産業展示館

闘竜灘闘竜灘

五峰山・光明寺五峰山・光明寺

滝野温泉ぽかぽ滝野温泉ぽかぽ

播磨中央公園播磨中央公園

滝野図書館滝野図書館

国道 372 号国道 372 号

国
道

17
5
号

国
道

17
5
号

滝野文化会館滝野文化会館

社
町
駅

社
町
駅

滝
野
駅

滝
野
駅

加古川
加古川

滝
駅

滝
駅

滝野社 IC/BS滝野社 IC/BS

滝野歴史民俗資料館滝野歴史民俗資料館

工業地

住工共生地

住居地

田園共生地

自然環境保全地

河川・湖沼

市街化区域

都市計画区域

主な地域資源等

駅周辺活性化エリア
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◎� �本市の東部に位置し、地域を横断するように中国縦
貫自動車道が走り、ひょうご東条インターチェンジ
を有しています。

◎� �全域が非線引き
＊73

の東
＊56

条都市計画区域に指定され、
南山地区に用

＊79
途地域が指定されています。また、主

要地方道西脇三田線と小野藍本線が交差する天神
地区周辺では、基盤整備が完了し、都市的土地利
用が進んでいます。

◎� �地域北部の東条湖は、本市の代表的なレクリエー
ション地となっています。

◎� �釣針や鯉のぼり、ひな人形の製造が伝統産業として
継承されています。また、酒米「山田錦」の主要な生産地となっています。

１．地域の現況

東条地域302 −

道の駅とうじょう 特産品（釣針・ひな人形・鯉のぼり）

東条湖 東条川

位置図

02　地域別の⽅針
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◎ �天神地区や掎鹿谷地区、南山地区の住宅地では、基盤整備が完了していますが、未利用地が残っています。
利活用を促進し、生活サービス機能や住宅を集積させる必要があります。

◎ �用
＊79

途地域外の集落において、高齢化や人口減少、農業者の減少がみられます。
◎ �道路網は、中国縦貫自動車道と主要地方道を中心に構成されていますが、整備中の都

＊61
市計画道路があり、

早期の整備が求められています。

　土
＊65

地区画整理事業による基盤整備が行われている地区では、地域の拠点となる市街地が形成されていま
す。また、用途地域の指定がある南山地区は、職住近接の場として整備され、若者世帯を中心に居住が進
んでいます。
　地域を縦断するように流れる東条川沿川には、集落が点在し、その周辺には豊かな田園地帯が広がってい
ます。
　以上を踏まえ、本地域では、これまで整備してきたストックを活用し、生活利便性の高い地域の形成を目
指すとともに、周辺の既存集落においても、自然と調和した住環境の保全を図ります。また、釣針や鯉のぼり、
ひな人形の製造などの伝統産業が息づく都市づくりを目指します。

２．地域の課題

３．地域の将来像

主な地域資源等

鉄道 ― 

道路

高速道路 中国縦貫自動車道（ひょうご東条インターチェンジ）

一般国道 ― 

主要地方道・一般県道

（主）西脇三田線、（主）小野藍本線、（主）神戸加東線、
（主）ひょうご東条インター線、（一）西脇口吉川神戸線、
（一）平木南山線、（一）下相野森線、（一）広野永福線、
（一）大畑小野線、 （一）厚利社線 

主要な施設 
東条図書館、東条文化会館、東条公民館、
ひょうご東条ニュータウンインターパーク、森尾工業団地、
南山活性化支援施設

文化財、観光資源 
若宮八幡宮、秋津薬師堂、アクア東条、道の駅とうじょう、
東条湖おもちゃ王国、東条温泉とどろき荘、ゴルフ場 

自然、公園 秋津富士、東条湖（鴨川ダム）、東条川
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住居地
◎ �天神地区及び掎鹿谷地区の住宅地は、土

＊65
地区画整理事業により良好な都市基盤が整備されていま

す。今後は、土地区画整理事業地内の未利用地の有効利用を促進し、地
＊50

区計画や建
＊17

築協定により土
地利用を誘導することで、利便性の高い住環境の形成を図ります。

◎ �南山地区の戸建て住宅を中心とした住宅地では、用途規制に基づき、良好な住環境の維持・保全を図
ります。

⼯業地
◎ �森尾工業団地においては、工業の集積・振興を図るとともに、周辺環境に配慮した適切な土地利用を

誘導します。
◎ �住宅地と隣接するひょうご東条ニュータウンインターパークにおいては、工業の集積・振興を図るとと

もに、地区計画に基づき、適切な土地利用を誘導することで、周辺の住環境との調和を図ります。

農業的⼟地利⽤02

⽥園共⽣地
◎ �緑豊かな地域環境の形成に関する条

＊77
例などに基づき、無秩序な開発を抑制するとともに、農業生産環

境と調和した住環境の保全を図ります。
◎ �空家や空地などの有効な利活用を促進するとともに、定住・移住施策と連携しながら、集落の活力維

持に努めます。

⾃然的⼟地利⽤03

⾃然環境保全地
◎ 東条湖周辺や、集落の縁辺部に広がる山林は、関係法令に基づき、適切な保全を図ります。

４．地域づくりの⽅針

02　地域別の⽅針

都市的⼟地利⽤01

１ ⼟地利⽤の⽅針
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2 都市施設の⽅針

交通施設01

◎ �主要地方道神戸加東線の蔵谷地区の整備を促進します。
◎ �主要地方道小野藍本線のバイパス整備及び歩道の整備を促進します。
◎ �本地域と社地域を結ぶ一般県道厚利社線については、歩道整備を促進します。
◎ �天神地区における交通利便性の向上に向けて、市道天神横谷線（森地区）の整備を推進します。

公共交通
◎ �事業者や地域住民と連携しながら、路線バスの確保や市町村運営有償運送（自主運行バス

＊31
）の新たな

地域への導入などに取り組みます。

公園・緑地02

◎ �東条湖周辺では、既存の観光施設を適切に維持しながら、観光資源の魅力を再発見することで、地域
の魅力向上に努めます。 

河川03

◎ �東条川の河川改修を促進するとともに、人と自然が共存する整備方法について県と協議していきます。

3 景観形成と環境保全の⽅針
⼭林・丘陵地の環境及び景観の保全
◎ �清水東条湖立杭県立自然公園をはじめとする山林や丘陵地は、レクリエーションの場としても本市の

重要な資源であることから、関係法令に基づき、豊かな自然環境を保全します。

農村環境及び景観の保全
◎ �耕

＊22
作放棄地対策や農地の集

＊68
約化により、田園環境の保全を図るとともに、緑豊かな地域環境の形成に

関する条
＊77
例に基づき、身近な里山風景の保全と周囲と調和した田園居住空間の形成に努めます。

⽔辺環境の保全
◎ �東条川における桜回廊の適正な維持管理に努めます。

4 市街地整備の⽅針
◎ �天神地区や掎鹿谷地区、南山地区の市街地では、民間事業者との積極的な連携のもと、生活サービス

機能の充実に努めます。

道路
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東条地域構想図

区画整理地内の

未利用地の利用促進

市道天神横谷線

（森地区）の整備

良好な住環境の維持保全

豊かな自然環境の保全

県道厚利社線の歩道整備の促進

桜回廊の維持管理

主要地方道小野藍本線のバイパス整備

及び歩道整備の促進

主要地方道神戸加東線

の整備促進（蔵谷地区）

レクリエーションの場

としての自然環境の保全

闘竜灘の保全・活用

田園環境の保全

土砂災害の防止対策

通学路における交通安全
施設の整備

空家・空地の利活用の促進
移住・定住施策との連携

地域全体で取り組む事項

ひょうご東条 ICひょうご東条 IC

東条 BS東条 BS

ひょうご東条ニュータウン
インターパーク（工業地）
ひょうご東条ニュータウン
インターパーク（工業地）

道の駅とうじょう道の駅とうじょう

森尾工業団地森尾工業団地

秋津富士秋津富士

秋津薬師堂秋津薬師堂

とどろき荘とどろき荘

東条湖東条湖

アクア東条アクア東条

東条川
東条川

東条湖おもちゃ王国東条湖おもちゃ王国

東条図書館東条図書館

東条文化会館東条文化会館

工業地

住居地

田園共生地

自然環境保全地

河川・湖沼

用途地域

都市計画区域

主な地域資源等

02　地域別の⽅針
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